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T&Y 日本語学校                         日本語版 

 
    
 
 
 
            

 

募集要項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先 T&Y 日本語学校入学相談 
〒 577－0817      大阪府東大阪市近江堂 3 丁目 5－3 
TEL：06－4307－5607   FAX：06－4307－5608 
E－Mail: nyushi@t-y.education 
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T&Y 日本語学校について 
理念及び教育方針・教育目標 
【教育理念・方針】 
 高度な日本語能力の習得だけでなく、日本文化や習慣を理解し、社会参加と社会貢献への意識を育てます。そ
して、将来的に日本語を通して、国際社会に貢献できる人材育成とバランスのとれた人間力を持つ人間を育成す
ることを教育理念とします。  
【教育目標】 
１．「読む」「聞く」「話す」「書く」の日本語四技能を中心に、知識レベルの日本語から応用できる日本語へ日本

語能力を向上させる。 
２．大学・大学院・専門学校への進学を第一に考え、公的試験の成績を上げること及び進学率 100％を目指す。 
３．日本社会や日本文化を体感し、日本社会の特徴、日本人の考え方を理解し、国際交流できる人材を育成する。 
日本での進学するに足る十分な日本語能力の習得と、社会に出たときに必要とされる人間力を身に付けること

を教育目標とします。つまり、進学のための日本語学習に加え、学習者にとって外国である日本での知見、コミ
ュニケーション能力や対応力などを身に付け、将来への礎を築いてもらいたいと考えています。       
 
教育課程（コース） 
日本語進学課程（進学 1 年６か月コース） 
進学目標：大学（有名私立大学・大学）・専門学校進学を目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レベル 到達目標 授業内容 
授業時間数 

（修業週数） 
初級 ＊基本的な語彙や文法を理解し、日常

の場面に応じて基本的な言語活動が
できる。 
＊日本語能力試験 N4合格を目指す。 

＊総合日本語で文字語彙、文法の
定着を図り、読む、聞く、話す、
書くなどの基礎的能力を養う授
業を行う。 
＊日本語能力試験N5～N4 対策 

400 時間 
（20 週） 

中級 ＊日本語能力試験 N2合格を目指す。 
＊日本留学試験 日本語 200 点以上
（記述 30点以上） 
＊既習の語彙や文型を正しく使用し、
日常の場面に応じた言語活動ができ
る。 

＊総合日本語で中級レベルの文
字語彙、文法の定着を図り、読む、
聞く、話す、書くなどの能力を養
う授業を行う。 
＊日本語能力試験N3～N2 対策 
＊日本留学試験対策 

400 時間 
（20 週） 

中上級 ＊日本語能力試験 N1合格を目指す。 
＊日本留学試験 250 点以上（記述 35
点以上） 
＊幅広い分野の話題に関する基本的
な知識を身に付け、相手や様々な場面
に応じた言語活動ができる。 

＊総合テキストを使用し、中上級
レベルの文字語彙、文法の定着を
図り、読む、聞く、話す、書くな
どの能力も養う授業を行う。 
＊日本語能力試験N2～N1 対策 
＊日本留学試験対策 

400 時間 
（20 週） 

計   1200 時間 
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日本語進学課程（進学 2 年コース） 
進学目標：大学・大学院進学（国公立・有名私立大学）を目指す。 

レベル 到達目標 授業内容 
授業時間数 

（修業週数） 

初級 ＊基本的な語彙や文法を理解し、日常
の場面に応じて基本的な言語活動がで
きる。 
＊日本語能力試験N4 合格を目指す。 

＊総合日本語で文字語彙、文法の定

着を図り、読む、聞く、話す、書くな

どの基礎的能力を養う授業を行う。 

＊日本語能力試験N5～N4 対策 

400 時間 
（20 週） 

中級 ＊日本語能力試験N2 合格を目指す。 
＊日本留学試験 日本語 200点以上
（記述 30 点以上） 
＊既習の語彙や文型を正しく使用し、
日常の場面に応じた言語活動ができ
る。 

＊総合日本語で中級レベルの文字語

彙、文法の定着を図り、読む、聞く、

話す、書くなどの能力を養う授業を

行う。 

＊日本語能力試験N3～N2 対策 

＊日本留学試験対策 

400 時間 
（20 週） 

中上級 ＊日本語能力試験N1 合格を目指す。 
＊日本留学試験 250 点以上（記述 35
点以上） 
＊幅広い分野の話題に関する基本的な
知識を身に付け、相手や様々な場面に
応じた言語活動ができる。 

＊総合テキストを使用し、中上級レ

ベルの文字語彙、文法の定着を図り、

読む、聞く、話す、書くなどの能力

も養う授業を行う。 

＊日本語能力試験N2～N1 対策 

＊日本留学試験対策 

400 時間 
（20 週） 

上級 ＊日本語能力試験N1 レベル以上の 
能力をつける。 

＊日本留学試験 300 点以上 
（記述 40 点以上） 
＊４技能を高めると共に、アカデミッ
クジャパニーズの習得及び時事問題に
関する知識を身に付け、様々な場面に
おいても対応できる、より高度な言語
活動ができる。 

＊総合日本語で上級レベルの文字語

彙、文法の定着を図り、読む、聞く、

話す、書くなどの能力も養う授業を

行う。 

＊アカデミックジャパニーズ及び時

事問題の知識を身に付ける授業を行

う。（会話、記述） 

＊日本語能力試験N1 対策 

＊日本留学試験対策 

400 時間 
（20 週） 

計   1600 時間 
 
 
授業時間 
 
毎週 午前クラス 午後クラス 
月曜日～金曜日 9：00～12：30 13：00～16：30 
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出願について 
受付期間 
入学時期 コース 受付期間 
4 月入学 進学 2 年コース 9 月 1 日～11月 30 日 
10 月入学 進学 1 年 6 か月コース 3 月 1 日～5 月 31 日 

 
入学までの流れ 

 ・本校に入学申請必要書類を提出・入学検定料を納入（申請者→本校）          

 ・校内審査結果通知（本校→申請者） 

 ・大阪入国管理局へ「在留資格認定証明書」交付代理申請（本校→大阪入国管理局） 

 ・大阪入国管理局から「在留資格認定証明書」交付結果通知（大阪入国管理局→本校） 

 ・入学金及び授業料振込（寮の予約）（申請者→本校） 

 ・「入学許可書」、「在留資格認定証明書」送付（本校→申請者） 

 ・日本国在外公館にて留学ビザ申請（申請者→日本国在外公館） 

 ・入国審査後、在留カード交付（空港の入国管理局→申請者） 

 ・住居確定  

・入学   

申請書類について 
書類提出に際しての注意事項 
1、出願書類は原則としてすべて原本を提出すること。 
2、入学願書、履歴書、経費支弁書は、本校所定の様式を使用すること。 
3、提出書類は原則として返却できません。返却の必要な書類は、申し込む時にその旨を申し出ること。 
4、各種証明書は原則として発行日から 3 カ月以内のものを提出すること。 
5、日本語以外の書類はすべて日本語訳を添付のこと。 
6、書類の内容について電話、FAXまたは Eメールで問い合わせをすることがありますので、必ず記入すること。 
7、必要に応じ、追加書類の提出を求めることがあります。 
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8、提出書類などに虚偽の記載があった場合、入学許可を取り消して帰国を命じます。 
 
申請者の書類 

1 入学願書（写真貼り付け） 本校所定様式 
2 写真 6 枚（縦 4 ㎝×横 3㎝） 入国管理局申請日の三か月以内に撮影されたもの

（裏氏名記入） 
3 最終学歴の卒業証書原本（又は

卒業証明書）、成績証明書 
原本は入国管理局の確認後、返却 
中国本土の方は学歴認証報告または高考成績認証報
告を提出のこと 

4 日本語学習歴に関する証明書 
 

日本語教育機関で 150 時間以上の修了証明書 

5 申請者の家族構成を立証する資
料 

戸籍謄本、出生証明書、住民票、戸口簿など、公的機
関の証明書 

6 パスポートの写し 写真のあるページ及び日本入国歴のあるページ 
7 健康診断書 胸部 X 線検査を含む。来日前に母国で受診し、入学

時に提出のこと 
 
経費支弁者の書類 

1 経費支弁書 本校所定様式、すべて経費支弁者本人が記入するこ
と 

2 預金残高証明書 経費支弁者名義で発行日が 3 カ月以内のもの    
（中国本土の申請者は存単の写しも提出） 

3 資金形成過程を明らかにする資
料 

説明書、銀行の通帳写しなど 

4 在職証明書 経 費 支 弁 者 の 勤 務 先 が 発 行 し た も の             
起業の役員である場合は法人登記簿謄本など 

5 収入・納税証明書 経 費 支 弁 者 の 年 収 が 確 認 で き る も の             
過去 3 年分を提出すること 

6 支弁者の家族構成を立証する資
料 

戸籍謄本、出生証明書、住民票、戸口簿など、公的機
関の証明書 

7 申請者と経費支弁者の関係証明
書 

戸籍謄本、出生証明書、住民票、戸口簿など、公的機
関の証明書 
*親族関係が遠い場合は、経費支弁者を引き受けるに
至った経緯説明書（A4 用紙・自由書式、要署名） 
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入国手続き 
学費について 
コース 進学1年6か月コース 進学 2 年コース 
学習期間 1 年 6 か月 2 年 
入学検定料 33,000 円 33,000 円 
入学金 55,000 円 55,000 円 
初年度授業料 660,000 円 660,000 円 
次年度授業料 330,000 円 660,000 円 
教材・教育運営費 66,000 円 88,000 円 
施設・課外活動費 33,000 円 44,000 円 
合計 1,177,000 円 1,540,000 円 

 
2、納入方法について 
納入金のお支払いは、指定の期日までに、原則銀行振り込みにてお願いします。ただし、必要に応じて、代理

の方または窓口支払いの場合は本校の許可が必要となりますので、前もって本校に申請手続きをするよう、お願
いします。 
 
3、キャンセル・返金規定 
① 入学検定料は申請結果に関ることなく返金できません。 
② 一旦納入された学費は原則として返金いたしません。 
③ 入国管理局へ申請リストを提出した後、申請者側の理由でキャンセルする場合、キャンセル料 5万円と書類

を返却するための EMS 郵送料（実費）をお支払いいただきます。 
④ 入学辞退する場合は、入学式前日までに書面で申し出てください。入学許可書及び在留資格認定証明書の返

却を受けてから（すでに入国した場合は帰国確認後）、授業料を返金します。在外公館でビザが発給拒否され
た場合は、入学許可書とパスポートの不発給印を提出してください。入学式以降の辞退は理由を問わず、6
か月分の授業料は返金できません。 

⑤ 授業料の返金は帰国確認後または国内での進学もしくは他の在留資格への変更後概ね 1 カ月とし、銀行送金
手数料は受取人負担とします。 

⑥ 法令または学則に違反し、除籍処分となった者には、授業料の返金はできません。 
⑦ 授業料を指定の期日までに納入していない場合は受講を認めません。 
⑧ 天災、事故、感染症など、やむをえない事情で授業を中止する場合は免責とさせていただきます。休講分の

授業料は返金できません。 
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日本語以外の対策授業及び大学院進学指導について 
 本校の関連会社「与進舎」は留学生個別進学指導塾であり、日本留学試験の理科、数学、総合科目の対策授業
及び大学院進学指導を行っています。本校の学生に対して、希望者にそれらの進学指導を提供できます。それは
本校の学費以外に別途費用がかかります。ただし、それは必須ではないので、学生の皆さん自分の状況に合わせ
ご判断ください。 

 

本校への交通手段 

最寄り駅 近鉄大阪線 長瀬駅 徒歩 15 分 

 

学校情報 
振込先銀行口座 
銀行名称：紀陽銀行 八戸ノ里支店 
口座名義：T&Y合同会社 
口座番号：39386 


